
令和５年１０月１８日 

 

令和５年度「いしかわの木づかい表彰」表彰式について 

 

１ 日時   ： 令和５年１０月２５日（水） １５：００～１５：３０ 

  場所   ： 県庁行政庁舎４階 特別会議室 

  授与者 ： 知事 

 

２ 表彰対象者 

 （１）県産材利用住宅部門 

   ① 県産材の需要拡大に貢献した者 

      (株)玉家建設、(株)シモアラ、(株)イング 

 

   ② 他の模範となる住宅 

・ 自然と共生するヒノキ丸太の家（宇野気の家） 

施主、(株)沢野建設工房 

 

  （２）県産材利用施設部門 

・ 福島こども園 

社会福祉法人めばえ保育園、(株)時設計、(株)中東 

 

・ ホクビ新事業運営施設（HOKUBI KANAZAWA） 

(株)ホクビ、小笠原弘建築計画、(株)シモアラ 

 

（３）県産材利用製品部門 

   ・ ATENOTE～能登ヒバ楽器プロジェクト～ 

フルタニランバー(株) 

 

※ 表彰の目的 

建築分野における県産材の利用に顕著な貢献のあった者や、他の模範となる県産材を使用した建築物のほ

か、優れた県産材使用製品等を紹介し普及啓発することで、県産材の利用を促進する。 

 

※ 表彰基準 

・  住宅部門（県産材の需要拡大に貢献した者）  

県産材使用実績が規定を満たす者のうち、上位３者程度の住宅メーカーを選定 

・  住宅部門（他の模範となる住宅）、施設部門、製品部門  

公募された案件について、県産材利用推進審査委員会において審査を行い、その結果をもとに各部門１者 

程度を選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事 務 担 当） 

森林管理課 

森林資源利活用グループ 

木本 

TEL 076-225-1643（内線：4816） 



令和５年度いしかわの木づかい表彰について 

 

いしかわ森林環境税を財源とした県産材利用促進対策の一環として、令和元年

度より、住宅、施設、製品の部門毎に県産材の利用拡大に貢献のあった者を表彰 
 
１．住宅部門 

（１）県産材の需要拡大に貢献した者 

(株)玉家建設、(株)シモアラ、(株)イング 
 

（２）他の模範となる住宅 

⚫ 自然と共生するヒノキ丸太の家（宇野気の家）【かほく市】 

吹抜けの県産ヒノキ丸太の梁のほか、外壁に県産スギ、床材に能登ヒバと、木材の特

性を活かした使い方により、県産材をふんだんに使った住宅 

 

 

 

２．施設部門 

⚫ 福島こども園【能美市】(施主：社会福祉法人めばえ保育園) 

屋外の柱に能登ヒバを使用するなど、特徴を活かした県産材を適所で使用すること

により、子供たちの生活空間にワクワク感と安らぎが感じられる 

 

 

 

 

⚫ ホクビ新事業運営施設（HOKUBI KANAZAWA）【金沢市】 

(施主：(株)ホクビ) 

県産スギの枠材で支えられたガラス面の外観が特徴的な建物で、木材を効果的に

見せることで、金沢の街中に調和するデザインとなっており、木の良さを伝える 

 
 
 
 

 

３．製品部門 

⚫ フルタニランバー(株) ATENOTE～能登ヒバ楽器プロジェクト～ 

独自の乾燥や圧縮の技術で楽器に必要な品質を確保することで、能登ヒバの風合いを

活かした様々な楽器を作製しており、PR性の高い取り組み 

 

 


